
☞ 改築工事関連について

第Ⅰ期竣工（令和９年１２月予定）に向けて、工事が進められています。 

その一環として８月には西校舎１階の改修工事が行われました。PTAや 

地域学校協働本部の皆様には御協力を賜り、ありがとうございました。 

１１月から、東校舎３階（４年教室前）に、救助袋の設置工事が行われます。 

万が一の避難経路の確保のための工事ですので、御理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

「本気」で取り組むことの楽しさ 
校長 竹花 仁志 

 
東京では、観測史上最長となる３７日間連続の降雨を記録しましたが、その後、すがすがしい秋晴れの日が多くなりまし

た。こどもたちは、１０月２５日に行われる運動会に向け、一生懸命に練習に取り組んできました。少々天候が心配ですが、こ

れまでの練習の成果を十分に発揮できる運動会となることを願っています。 

今年も校舎改築工事のため、田園調布中学校の校庭をお借りして開催します。今回は、応援合戦や団体競技、高学年選

抜リレーなどを復活させるとともに、名称も「体育学習発表会」から再び「運動会」へと変更しました。こどもたちはもちろん、

観覧される皆様にも楽しんでいただける運動会を目指して、準備を進めてきました。 

こどもたちが考えた今年の運動会のスローガンは、「失敗を恐れず、最後まで楽しく走り抜けよう」です。全校朝会では、

こどもたちに相田みつをさんの「本気」という詩を紹介しました。 

なんでもいいからさ 本気でやってごらん  本気でやれば たのしいから 

本気でやれば つかれないから  つかれても つかれが さわやかだから 

この詩のように、失敗を恐れず、本気で取り組むことの楽しさを、こどもたちに実感してほしいと思います。そして、運動会

を終えたときに、「最後まで本気で頑張って楽しかった」という充実感や、やり遂げたからこそ味わえる清々しさを感じられ

るような運動会にしたいと考えております。 

「本気」で頑張ることは、運動会に限ったことではありません。展覧会の作品づくりや連合音楽会に向けた練習、委員会や

係の活動、日々の学習、挨拶をはじめとする規則正しい生活など、学校生活のあらゆる場面に通じるものです。自分なりの

目標をもち、その実現に向けて、失敗してもあきらめずに努力を続ける、そんな姿にこそ「本気」が表れるのだと思います。 

そして、こどもたちの「本気」を励まし、支えることは、教師や保護者をはじめとする大人の大切な役割です。こどもたちが

自分の力を精一杯発揮し、物事をやり遂げたという成就感や満足感、達成感を、成長の過程でたくさん味わえるようにして

いきたいものです。 

１１月に入ると、２学期もいよいよ折り返し地点を迎えます。スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋、実りの秋・・・。何をする

のにもよい季節です。学校と家庭が手を携え、こどもたち一人一人の挑戦と頑張りを温かく応援していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和８年 10 月 22 日 

大田区立田園調布小学校 

校長 竹花 仁志 
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いよいよ「運動会」  

運動会委員長    

今年度の運動会のスローガンは、「失敗を恐れず、最後まで楽しく走り抜けよう」です。このスローガン

の実現を目指し、日々練習に励んできました。これまでの練習の成果を存分に発揮するとともに、失敗を

恐れずに挑戦する姿や、仲間と心を一つにして取り組む姿を、ぜひ御覧いただきたいと思います。 

運動会の開始時刻は、８時 40分です。25日（日）が雨天の場合は、26日（月）に延期となります。ま

た、２日間とも雨天で校庭開催ができない場合は、田園調布小学校の体育館で表現運動のみ発表いたしま

す。 

こどもたちにとっても、保護者の皆様にとっても、気持ちのよい運動会となるように、御理解、御協力

をよろしくお願いいたします。競技や演技を通して、こどもたちの成長を感じながら、楽しいひとときを

お過ごしください。皆様の温かい御声援を、どうぞよろしくお願いいたします。 

よく学び よくあそび よりよく生きる 田小の子 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 朝 学校行事等  

1 日   

2 月 全校朝会 
クラブ活動 移動教室前検診（５年） 

卒業アルバム写真撮影（６年 クラブ）  SC 

3 火  文化の日 

4 水 学級の時間 
伊豆高原移動教室（５年） 

給食試食会（保護者向け）  

5 木 学習タイム 
伊豆高原移動教室（５年） 

下校指導（１年） 

6 金 学級・学年の時間 伊豆高原移動教室（５年） SC 

7 土   

8 日   

9 月 たてわり班活動 委員会活動  SC 

10 火 
低：お話ポケット 

中：運動あそびタイム 
 

11 水  【午前】【特別時程】 

12 木 音楽朝会 
 

13 金 安全タイム 消防署見学（３年） SC 

14 土  

【午前】【特別時程】 学校運営協議会 

学校公開・道徳授業地区公開講座 

（給食あり） 

15 日   

16 月   振替休業日 

17 火  【特別時程】 教育実習 始 

栄養教諭研究授業（６－３）  

18 水 学級の時間 連合音楽会（４年）  

19 木  【午前】【特別時程】 就学時健診 

20 金 開校記念集会 開校記念集会 味覚の授業（３年） SC 

21 土   

22 日   

23 月  勤労感謝の日 

24 火 
中：お話ポケット 

高：運動遊びタイム 避難訓練 

25 水  【午前】【特別時程】 

26 木 
高：お話ポケット 

低：運動遊びタイム 社会科見学（４年） 

27 金 人権タイム 
【午前】保護者会 13:40 低学年・14：40 高学年  

教育実習 終  SC 

28 土   

29 日   

30 月 学年朝会 クラブ活動 道徳授業公開(６－２） SC 

 お気軽に御相談ください 
＊SC（スクールカウンセラー）：9：00～17：00（要予約） 
 

行事予定 

 おはなしポケット 
１・２年：１０日（火） 
３・４年：２４日（火） 
５・６年：２６日（木） 
 
 



各学年からのお知らせ 

１年 

★生活科 
「秋のおもちゃづくり」 
「リースづくり」について 
秋のおもちゃ作りやリースづくり

を計画しています。装飾等に児童そ
れぞれが必要なものを御準備いただ
きたいと思っています。詳細は、学
級だよりにてお知らせいたしますの
で、御協力をお願いします。 
 
★教育相談日のお知らせ 
1０日(火)14:40～15:20 
※各教室にて行います。希望される
方は、６日（金）までに、連絡帳で
お知らせください。 
 

２年 

★町探検について 

 11 月下旬を予定しております。

活動の際には、保護者の方にお手伝

いをお願いすることがあります。詳

細が決まり次第 tetoru でお伝えし

ます。 

 

★教育相談日のお知らせ 

・１組…1２日(木)10:40～11：10 
・2 組…1３日(金)10:40～11:10 
・3 組…1３日(金)10:40～11:10 
 
※各教室にて行います。希望される
方は、６日（金）までに、連絡帳で
お知らせください。 

３年 

★教育相談日のお知らせ 
・1 組…19 日(木)10:35～11:05 
・２組…19 日(木)11:25～11:55 
・3 組…19 日(木)10:35～11:05 
※各教室にて行います。希望される
方は、６日（金）までに、連絡帳で
お知らせください。 
 

４年 

★教育相談日のお知らせ 

・1 組…12 日(木)13:40～14:10 

・２組…10 日(火)13:40～14:10 

・3 組…10 日(火)10:50～11:20 

※各教室にて行います。希望され

る方は、6 日（金）までに、連絡帳

でお知らせください。 

 

 

５年 

★移動教室関係のお知らせ 
①健康観察カードの記入 
  １０月２９日（木）より、毎日朝晩、 
  検温や健康状況の観察を行い、 
  カードに記入してください。押印 
 （またはサイン）のうえ、お子さんに 
  持たせていただくよう、お願いい 
  たします。 
②お小遣い（２０００円）の提出日は 
  10月２８日（水）です。封筒に入れ
て、表に年組、出席番号、氏名と
「お小遣い代」を記入してくださ
い。 
③保険証等の提出日は、１１月２日
（月）です。また、その日は事前健
診も行いますので、移動教室で服
用する予定の薬を持たせてくださ
い。 
④１日目の大室山は、頂上の気温が
低いことが予想されます。小さなリ
ュックに、ジャンパーやウィンドブレ
ーカーなどの上着を御用意くださ
い。 
⑤６日（金）の下校時刻は 16:00 頃
を予定しています。 

 
★教育相談日のお知らせ 
・1 組…1０日(火)8:55～9:25 
・２組…1２日(木) 8:55～9:25 
・3 組…1１日(水)10:40～11:10 

※各教室にて行います。希望される

方は、２日（月）までに、連絡帳で

お知らせください。 

６年 

★教育相談日のお知らせ 
・1 組…1３日(金)10:5０～11:20 
・2 組…17 日(火)10:35～11:05 
・3 組…1２日(木)10:50～11:20 
※各教室にて行います。希望される
方は、６日（金）までに、連絡帳で
お知らせください。 

 
★卒業文集について 
１１月から卒業文集作成の学習が

始まります。内容は「小学校生活の思
い出」「未来の自分」「夢」「こんな人
になりたい」等です。学校で完成させ
た作文を最後に保護者の方に読んで
いただき、最終チェックとします。最
終締め切りは１２月中を考えていま
す。御協力、よろしくお願いします。 

 
★卒業証書・台帳・名簿作成について 
 お子様の卒業に関する卒業証
書・卒業生台帳・卒業予定者名簿
等を作成するにあたり、「児童氏
名」「生年月日」「保護者氏名」等
について、指定の用紙にボールペ
ンで御記入いただき、期限内の御
提出をお願いいたします。指定の
用紙は保護者会にて配布いたしま
す。 

 

★中学受験に関する手続きについて 
上記の用紙と共に、「令和８年度 

受験希望調査票」を配布いたしま
す。中学受験をされない場合は提出
の必要はありません。 

 

 

 
保護者会のお知らせ 

以下の日程で学級保護者会を行います。よろしくお願いいたします。 

11 月 27日（金）13:40～ １・２・３年＠各教室   

14:40～ ４・５・６年＠各教室  

○体育の服装について 

体育の授業時、寒い場

合には体育着の上に長袖

T シャツやトレーナー等

を着用することができま

す。長袖の体育着でも可

です。ボタン、フード、紐、

ファスナー、飾り等が付

いているものは安全上不

可とします。また、体が温

まってきたら脱ぐように

指導していきます。 



 

体育・健康授業教育地区公開講座 

                担当  

 10 月２日（金）に５年生が、渋谷区を拠点として活動する女子ラグビーフットボールチーム「東京山九フ

ェニックス」をお招きして、ラグビークリニックを行いました。 

 選手３名に御来校いただき、ラグビーの楽しさや魅力をお話しいただきました。また、競技を続けて辛かっ

たことなどについても御講話いただき、そこから挫折しても立ち直ることの大切さについても学ぶことがで

きました。また、授業の後半には、代表児童によるラグビーのパスやタックルについての体験もありました。

体験した児童は「タックルにも技術が必要なことが分かった。」や、「ラグビーにあまり触れてこなかったけれ

ど、これからはテレビなどで観てみたいと思いました。」など、経験したからこその声を聞くことができまし

た。 

現役アスリートからメッセージは、こどもたちに届き、新たなスポーツを知ろうとする意欲の高まりにつな

がりました。今回学んだことを生かし、生涯にわたってスポーツを楽しむ気持ちを育てていってほしいと思い

ます。 

 

たてわり班活動 

担当  

たてわり班活動では、１～６年生までの１５名ほどの小集団を作って活動し、異学年との交流を通して思い

やりの心や連帯感を育て、望ましい人間関係の育成に努めています。 

月１回の活動では、リーダーを担う学年がめあてを立て、達成に向けた遊びを企画します。1 学期は６年生

がリーダー役を務めましたが、２学期は４年生がリーダー役を担い、協力してもらうことの大切さを共有でき

るようにしています。今後は、たてわり班で奉仕活動に取り組むなど、こどもたちの心の育成に異学年交流を

広く深く生かせるよう取り組んでいきます。 

一年のまとめとなる３学期のリーダーは５年生です。先輩である 

６年生から最高学年のバトンを受け取り、６年生の姿を思い浮かべ 

ながら、互いを思いやり、みんなが楽しめるようなたてわり班活動 

にできるよう工夫していきます。悩んだときには最高学年の６年生 

生に相談しながら、これまで築いてきた「人とつながるよさ」を、 

未来にもつなげられるように、みんなで力を合わせていきます。 

 

総合的な学習の時間 ～大田区の伝統工芸について学ぼう～ 
４年担任   

 ４年生は、総合的な学習の時間に、大田区の伝統工芸について学んでいます。大田区に伝統工芸品がある

ことを初めて知った子も多く、興味をもって意欲的に調べています。 

 調べ学習を進める中で、伝統工芸の技術を受け継ぎ、工芸品を作り続けている「大田区伝統工芸発展の

会」の方々の存在を知りました。そこで、9 月 25 日には、仏師の方をお招きし、仏像の作り方や使う道具・

材料、ものづくりに込める思いなどについてお話しいただきました。特に、伝統を未来へつないでいくため

には、時代に合わせて工芸品を作っていくことも大切だというお話が、こどもたちの心に残ったようです。

これからも、大田区の伝統工芸についてさらに理解を深め、その魅力や受け継がれてきた思いを探っていき

ます。 


